
平成 30年小樽市議会第 4回定例会

市	 長	 提	 案	 説	 明

平成 30年第 4回定例会の開会に当た り、ただ今上程されました各案件につい

ての提案理由の説明に先立ち、議案に関連 して、何点か申し述べ させていただき

ます。

初めに、畠1市長選任についてであります。

昨年 12月 か ら不在 となってお りま した副市長につ きま して、この度、本年 3

月で市を退職 いた しま した、前医療保険部長の小山秀昭氏を起用す る副市長の選

任同意案を提出させていただきました。

小山氏は、市職員 として行政経験が長 く、特に、財政や公営企業、医療保険部

門等を歴任 し、 さらには、この 7月 か ら小樽市社会福祉協議会常務理事 として、

福祉の第一線 で手腕 を発揮 されてお り、私 とは異なる分野に明るく、また、市役

所内外か らの信頼 も厚い方であ ります。 4ヽ 山氏であれば、私 とお互いの得意分野

を生か し、補完 しなが ら、共に本市の抱 える様々な課題に立ち向か うことができ

るものと確信 し、小山氏が適任 と考え起用す るに至ったものであ ります。

そこで、一 日で も早 く選任 し、その手腕 を発揮 していただ くためにも、本 国の

本会議において先議をいただきたいと考えてお ります。

次に、 「特月1職に属する職員の給与条例の一部を改正する条例案Jについてで

あります。

先の第 3回定例会において、私の給料の減額に係 る条例改正案について議決を

いただいた ところですが、この度、副市長候補の小山氏 と教育長から、私の思い

に共感 し、給料を減額することについてそれぞれ申出をいただきました。

私としま しては、このような申出をいただぃたことを大変心強く感 じていると

ころであり、お二人の意思を尊重 し、今定例会において条例改正案を提出させて

いただいたものであります。
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次に、今定例会では、 「第 7次 小樽市総合計画基本構想Jを提案 させていただき

ま した。

「総合計画」は、本市の最上位の計画 として位置付 け られ るものであ り、 「墓

本構想Jと 「基本計画Jか らなるもので、この うち「基本構想」は、本市が 目指

す将来都市像を示 し、それを実現す るための基本的な方向を明 らかにす るもので

あ ります。平成 31年 度か ら 10年 間における、本市のまちづ くりの総合的な指

針 となるものであ りますので、活発な御審議をお願い したい と考えてお ります。

それでは、上程 されま した各案件 について、提案理 由の 211要 を説明 申し上げま

す。

初 めに、議案第 1号か ら議案第 2号までの平成 30年 度各会計補正予算につい

て説明申し上げます。

まず、一般会計補正予算の主なもの といた しま しては、北海道胆振東部地震の

影響による国内外 の観光客減少に対応す るため、観光 PR動 画の発信事業や SN

Sな どによる情報発信事業を支援す る 「『 小樽の元気』発信事業費補助金Jを 計

上 したはか、保育における睡眠中な どの重大事故を防止す るため、保育園等に備

品購入費用の一部を補助する 「保育所等事故防止推進事業費補助金」や、北海道

新幹線新小樽 (仮称)駅の開業を見据 えたまちづ くりを、官民が一体 となって協

議す るための 「北海道新幹線活用小樽 ま らづ くり協議会関係経費Jを計上いた し

ました。

また、前年度の北海道後期高齢者医療広域連合に対す る療養給付費の小樽市負

担額の確定に伴つて「後期高齢者医療費 Jを 減額 したほか、市内の新規創業者 に対

して、創業 に要す る経費の一部を補助する 「倉1業支援事業費Jに ついて、申請 見

込件数が増カロしたことに伴い、事業費を増額いた しました。

そのほか、冬季間における市民の皆様の健康 と体力づ くり、歩 くスキーの普及

を図る 「歩 くスキー事業費Jに ついて、今年度の事業実Ic‐ に当た り、損傷 したス
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キー用具を更新するため、事業費を増額いたしま した。

これ らに対す る財源 といた しま して、使用料、国・道支 出金、寄附金、繰入金、

諸収入及び市債を計上いた しました。

当初予算に計上 した 「重要文化財 旧 日本郵船株式会社小樽支店 保存修理工事

費Jにつきま しては、 4か年事業 とするため、継続費 として所要の経費 を計上い

た しま した。

債務負担行為につきま しては、年度をまた ぐ端境期対策 として工事の早期発注

を図るため 「臨時市道整備事業費Jを計上 したはか、 「行政情報システム整備事

業費J、 「スクールバス運行経費J、 「水泳教室開催経費Jを計上いた しま した。

また、総合福祉セ ンターな ど 5件 の指定管理者 の管理代行業務等に係 る経費に

つきま しても、債務負担行為 として所要の経費を計上いた しました。

以上の結果、一般会計における補正額は、 2億 8,	833万 3,	000円 の増

とな り、財政規模は、	567億 7,	935万 9,	000円 とな りました。

次に、企業会計では、水道事業会計において、債務負担行為 として、工事の早

期発注を図るため、 「配水管整備事業費Jについて所要の経費を計上いた しま し

た。

続 きまして、議案第 3号から議案第 17号 までについて説明申し上げます。

議案第 3号	 市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例の一部を改正する条例案につきま しては、公職選挙法の一部改正に伴 い、市

議会議員の選挙におけるビラの作成に要する費用の公費負担について必要な事項

を定めるとともに、所要の改正を行 うものであ ります。

議案第 4号	 特別職 に属す る職員の給与条例の一部 を改正する条例案につ きま

しては、先ほど申 し上げま した とお り、副市長及び教育長の給料月額 について、

独 自削減の減額率を変更するものであ ります。

議案第 5号	 職員給 与条例等の一部を改正す る条例案 につきましては、国家公

務員の給与改定に準 じ、職員の給料月額、期末手当及び勤勉手当の支給割合、扶

養手当の月額並びに宿 日直手 当の限度額を改定す るとともに	 病院事業管理者の
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期末手当の支T.言1合 を改定するものであ ります。

議案第 6号	 資金基金条例の一部 を改正す る条例‐~に つ きま しては、国の通知

に基づき、新たに学校教育施設整備資金基金を設置するものであります。

議案第 7号	 夜間急病セ ンター条例の一部を改正す る条 lpl案 につ きま しては、

夜間急病セ ンターの診療時間を変更す るものであります。

議案第 8号	 損害賠償額の決定につきましては、平成 29年 12月 25日 に発

生 した礼文塚 し尿処理場の屋根の飛散に係 る損害賠償について、その賠償額を決

定す るものであ ります。

議案第 9号	 冨1市長の選任につきま しては、先ほ ど申し上げま した とお り、小

山秀昭氏を選任するものであります。

議案第 10号 か ら議案第 14号 までにつきま しては、ぃずれ も、公の施設の指

定管理者の指定についてであ ります。銭函パークゴルフ場 につきま しては、引き

続 きマル ミプラス株式会社 を、 自然の村 につきま しては、引き続 き一般財団法人

おた る自然の村公社 を、市民会館、公会堂及び市民センターにつ きま しては、引

き続 き小樽 ビル管理・ 大幸総業 グループを、総合福祉セ ンターにつきま しては、

引き続 き社会福祉法人小樽市社会福祉協議会 を、夜間急病セ ンターにつきま して

は、引き続 き一般社団法人小樽市医師会を、それぞれ指定するものであります。

議案第 15号 	 固定資産評価審査委員会委員の選任 につ きま しては、奈良岡

修氏の任期が平成 30年 12月 25日 をもって満了とな りますので、引き続 き同

氏 を選任す るものであ ります。

議案第 16号 	 過疎地域 自立促進市町村計画の変更につきま しては、過疎地域

自立促進特別措置法第 6条第 7項 において準用す る同条第 1項の規定により、過

疎地域 自立促進市町村計画の一部を変更するものであります。

議案第 17号 	 総合計画基本構想の策定につきま しては、先ほど申 し上げま し

た とお り、総合的な計画の策定等に関す る条例第 14条 の規定によ り、第 7次総

合計画基本構想 を策定するものであ ります。

/tお 、議案第 9号及び議案第 17号 につきま しては、先議 をお願 いするもので

あ りまつ.
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最後に、 専決処分報告についてであ りますが、報告第 1号につ きま しては、平

成 30年 9月 12日 に発生 した、建設部が管理する公 園内道路における車両損傷

事故に係 るl_3害 賠償 について、同年 11月 2日 専決処分 したものであ ります。

報告第 2号につきま しては、平成 30年 9月 11日 に発生 した松 ク枝 中学校 の

草刈 り作業中における小石の飛散による車両損傷事故に係 る損害賠償 について、

同年 11月 22日 専決処分 したものであ ります。

以上、概括的に説明申し上げましたが、何とぞ原案どおり御可決、御同意、御

承認賜りますようお願い申し上げます。

~	D	~


